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　生涯学習基本構想は、中野市総合計画を基調とし、「生涯学習のまちづくり」の実現に向けて、市民一人ひとりの自主的な学習活動を推進していくためのものです。

市民の誰もが自ら学ぶことによって、自分らしい充実した人生を送ることができ、そのことを通じて地域に生かすことができる生涯学習環境の実現をめざす指針とする

ものです。構想の期間は、平成20年度から平成29年度までの10か年です。

▼ ▼あらゆる学習機能の活性化あらゆる学習機能の活性化あらゆる学習機能の活性化 多様な学習活動の推進多様な学習活動の推進多様な学習活動の推進

・家庭の教育力の向上　　・健やかな子どもを育てる環境づくり

・子育て支援体制の充実　・乳幼児教育の充実

1. 家庭教育の充実1. 家庭教育の充実

・学校教育の推進　　・地域との連携の強化

2. 学校教育の充実2. 学校教育の充実
　学校は、生涯学習の機関として重要な機能を持っています。

　新たな時代に対応した教育の充実や郷土を誇りに思う心を育て

る教育を推進するとともに、家庭や地域と連携し、個性を生かす

教育を推進する必要があります。

・青少年の学習活動の充実　　・成人の学習活動の充実

・障害者の学習活動の充実　　・高齢者の学習活動の充実

3. 社会教育の充実3. 社会教育の充実
　社会教育は、生涯学習推進の中でも大きな役割を担っています。
　日常的に必要な知識、教養を高め、様々な社会変化から生じる
生活上の課題に役立つ学習や心の豊かさ、うるおいなどを求める
学習が大切となってきています。

・職業教育の充実　・職業能力形成機会の充実　・地域産業の育成

4. 職業能力の向上4. 職業能力の向上
　雇用形態の変化による雇用の不安定化や高齢社会の到来により、
幅広い年齢層の人々に様々な職業能力が求められています。この
ことから、将来の職業を自らの意思と責任で選択し、働くことの
意義を理解すると同時に、専門的な知識・技術を習得すことが必
要です。

　家庭教育の重要性を啓発するとともに、その学習機会を提供し、

学校や地域社会との連携を密にして、家庭の教育力を高めていく

ことが大切です。

・健康づくりの推進

1. 健康づくりの推進1. 健康づくりの推進
　「自分の健康は自分でつくる」という自覚を持って健康づくり

を進めるため、乳幼児期から高齢期まで、人生の各時期に応じた

健康づくりについて、知識や技能を習得できるよう支援していく

ことが必要です。

・人権意識の高揚　　・人権教育の推進

5. 人権教育の充実5. 人権教育の充実
　人権尊重、人権擁護は、国際的にも大きな課題となっています。

 あらゆる差別をなくし、市民一人ひとりの人権が尊重され、差

別のない明るい社会の実現を図っていく必要があります。

・男女共同参画のための意識改革　　

・男女がともに社会活動へ参画するための環境整備

・男女が平等に支えあう自立した生活づくり

6. 男女共同参画社会の推進6. 男女共同参画社会の推進
　性別にかかわらずお互いの生き方を尊重し合い、個性豊かに生きる

ことができる男女共同参画社会の実現を図っていく必要があります。

・地域づくりの推進　・安全な生活の確保　・快適な環境の確保

9. 快適な地域づくりの推進9. 快適な地域づくりの推進
　地域の課題を解決し、快適な環境のもとで安心して生活するた

めには、お互い学び合い支え合う学習活動を展開し、地域ぐるみ

での活動を推進していく必要があります。

・スポーツ・レクリエーションの振興　　

・社会体育施設の整備と充実

2. スポーツ活動の振興2. スポーツ活動の振興
　生涯にわたってスポーツ・レクリエーションに親しむことがで

きるよう、啓発活動やスポーツ教室の開催、イベントの開催など

を通じた生涯スポーツ振興が望まれます。

・文化芸術活動の推進　　・文化施設の整備と活用　

・文化財の保存と活用

3. 文化芸術活動の振興3. 文化芸術活動の振興
　文化芸術を身近に感じ、親しめる環境づくりを推進するととも

に、主体的・創造的な文化芸術活動を支援していくことが必要です。

 また、豊かな歴史に育まれた伝統文化を保存し、次代に継承し

ていく必要があります。

・都市間交流の推進　　・国際交流の推進

4. 交流活動の推進4. 交流活動の推進
　姉妹都市交流などの様々な分野で交流を進め、交流都市双方の

活性化につながる交流活動を推進していくことが必要です。

 また、急速に進む国際化に対し、市民の国際感覚の意識向上を

図るために、国際交流事業の推進が必要です。

・平和意識の育成

・平和教育の推進

7. 平和教育の推進7. 平和教育の推進 8. ボランティア活動の促進8. ボランティア活動の促進

・社会参加活動への意識の高揚　　

・ボランティア活動への支援

　ボランティア活動を理解し、積極的に活動に

参加する市民が増え、心と心がふれあう、ぬく

もりのある社会を築いていくことが必要です。

　平和を希求する日本国憲法の精神を大切にし、

再び戦争の惨禍を繰り返さないために、平和な

　　　　　　　　　　　　　国際社会の実現を

　　　　　　　　　　　　　めざすことが必要

　　　　　　　　　　　　　です。

家庭教育学級（中央公民館）家庭教育学級（中央公民館）

しめ縄作り（平野小）しめ縄作り（平野小）

ガーデニング教室（中央公民館）ガーデニング教室（中央公民館）

建築科訓練風景（中高高等職業訓練校）建築科訓練風景（中高高等職業訓練校）

料理講習会（そば打ち講座）料理講習会（そば打ち講座）

カチューシャふるさとマラソン大会カチューシャふるさとマラソン大会

上今井諏訪社太々神楽上今井諏訪社太々神楽

姉妹都市交流（北茨城市）姉妹都市交流（北茨城市）

人権センター人権教育講座人権センター人権教育講座

男女共同参画フェスティバル男女共同参画フェスティバル

中学生被爆地派遣（広島市）中学生被爆地派遣（広島市） ボランティアアドバイザー養成講座（社会福祉協議会）ボランティアアドバイザー養成講座（社会福祉協議会）
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